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--- BP 左・右・左右差 ---
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--- BP 左右平均・陰陽逆転 ---
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---BP左右平均---
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---左右差---
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---陰陽逆転---
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--- 気のバランス ---
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--- IQ 左・右・左右差 ---
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※当ページグラフ類の表記法は「東洋医学 気の流れの測定・診断と治療」（本山博著 宗教心理出版）の事例を参考にしています。
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【 データ一覧 】

 左  右  差 平均 左％ 右％ 平均％ 差％

① 肺  
BP 2601 2897  296 2749   1.169 △1.302 △1.236 ◇2.269

IQ 2380 2757  377 2569 0.641 0.743 0.692 0.909

② 大腸
BP 1979 2154  175 2067   0.890   0.968   0.929   1.341

IQ 2232 2013  219 2123 0.601 0.542 0.572 0.528

③ 心包
BP 1938 2032   94 1985   0.871   0.913   0.892   0.720

IQ 2302 1824  478 2063 0.620 0.491 0.555 1.153

④ 三焦
BP 1993 2016   23 2005   0.896   0.906   0.901   0.176

IQ 2574 2351  223 2463 0.693 0.633 0.663 0.538

⑤ 心  
BP 1871 1928   57 1900   0.841   0.867   0.854   0.437

IQ 2060 2180  120 2120 0.555 0.587 0.571 0.289

⑥ 小腸
BP 2009 1834  175 1922   0.903   0.824   0.864   1.341

IQ 2130 3060  930 2595 0.574 0.824 0.699 2.244

⑦ 脾  
BP 2465 2580  115 2523   1.108   1.160   1.134   0.881

IQ 5821 5569  252 5695 1.568 1.500 1.534 0.608

⑧ 肝  
BP 2609 2470  139 2540   1.173   1.110   1.142   1.065

IQ 5046 4784  262 4915 1.359 1.289 1.324 0.632

⑨ 胃  
BP 2222 2192   30 2207   0.999   0.985   0.992   0.230

IQ 6108 5721  387 5915 1.646 1.541 1.594 0.933

⑩ 胆  
BP 2467 2331  136 2399   1.109   1.048   1.078   1.042

IQ 5273 5258   15 5266 1.421 1.417 1.419 0.036

⑪ 腎  
BP 2200 2111   89 2156   0.989   0.949   0.969   0.682

IQ 4758 3779  979 4269 1.282 1.018 1.150 2.362

⑫ 膀胱
BP 2352 2116  236 2234   1.057   0.951   1.004 ◇1.809

IQ 4902 4171  731 4537 1.321 1.124 1.222 1.763

【BP陰陽差】

肺 －大腸     682

心包-三焦 □  -20

心 －小腸 □  -22

脾 －胃       316

肝 －胆       141

腎 －膀胱 □  -78

【平均】

BP  2223

IQ  3710

【標準偏差】

BP  0.122

IQ  0.399

【手/足】

BP 0.898

IQ 0.455

【左/右】

BP 1.002

IQ 1.049

【診断】

△ BP高(実)

▽ BP低(虚)

◇ 左右差大(不安定)

□ 陰陽値逆転(変調)

↑ 興奮(変調初期)

↓ 沈静(慢性化)

【ポイント解説】

ＢＰ ＩＱ

経絡別 虚実の指標 ―

左右差 該当経絡の変調。多くは一時的なもの。 ―

陰陽差
逆転「□」

該当経絡の変調。恒常的で多くの場合、発症を自覚
している。

―

平均 気(生命エネルギー)の充実度。
若年>老年・虚弱者。健常者>病人。

免疫・生体恒常性維持機能の活性度。
発症初期・炎症中・アレルギー体質者＞慢性化・機能低下。

標準偏差 発病初期など免疫反応が活発なとき大きくなる。
測定操作が乱雑なときにもバラツキのため大きくなる。

同左。
ＢＰの場合よりも長期間かけて変化する。

手／足 1が理想値。 1が理想値。

左／右 1が理想値。 1が理想値。

※上記「診断」は「経絡-臓器機能測定について」(本山博著　宗教心理出版)の「各経絡―臓器の機能興奮，低下，不安定を決める
基準」に準拠しています。「ポイント解説」は、同氏の多数の著書の中の説明文を引用したものです。語句変更したところもあります。


